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会  議  録  

会 議 名 第３３期小金井市公民館運営審議会第１１回審議会 

事 務 局 公民館 

開 催 日 時 平成２８年１０月２０日（木）午前１０時から１１時３５分 

開 催 場 所 市役所第二庁舎６階 ６０１会議室 

出 席 委 員 
立川委員長 佐々木副委員長 今城委員 宮澤委員 國分委員 

櫻井委員  雨宮委員 畠山委員 菅沼委員 川口委員 

欠 席 委 員  

事 務 局 員 前島公民館長 牛込庶務係長 若藤事業係長 和田主任 渡辺主事 

貫井北・東分館

事業運営受託者 
ＮＰＯ法人市民の図書館・公民館こがねい 村山分館長 鈴木分館長 

傍 聴 の 可 否  可 傍 聴 者 数   ２名 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 

 

会 議 次 第 

１ 報告事項 

⑴ 都公連委員部会運営委員会、研修会について 

⑵ 青少年のための科学の祭典について 

⑶ 公民館事業の報告について 

 

２ 審議事項 

 ⑴ 公民館事業の計画について 

 ⑵ 平成２９年度教育施策（公民館部分）について 

 ⑶ 公民館重点施策について 

 ⑷ 平成２９年度公民館事業について 

 ⑸ 公民館中期計画の策定について 

 

３ その他 

 

配付資料 

 ⑴ 第１０回公民館運営審議会会議録 

 ⑵ 都公連委員部会第 1回研修会アンケート集計 

 ⑶ 公民館事業の報告 

⑷ 公民館事業の計画 

 ⑸ 平成２８年度教育施策（抜粋）・平成２９年度公民館重点施策 
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   （案） 

 ⑹ 平成２９年度公民館重点施策（案）について 

 ⑺ 公民館運営審議会答申（案） 

⑻ 月刊こうみんかん No.４６２ 

⑼ ＫＩＴＡＭＡＣＨＩユース Vol.２８ 

⑽ きたまち空間 ３１号 

 ⑾ ひがしちょう空間 １４号 

 ⑿ 第１２回審議会（三者合同会議） 

 ⒀ 平成２９年度公民館の事業計画（案）について 
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会  議  結  果 

立川委員 長  １分ほど前ですけれども、皆さんおそろいなので始めたいと思いま

す。第１１回審議会の開催といたします。 

 先日、１０月９日、皆さん、科学の祭典お疲れさまでございました。

後ほど報告がありますので、そこで詳しく。 

 じゃ、館長。 

前島公民館長  科学の祭典、皆様お疲れさまでございました。雨にもかかわらず、午 

前中は雨でしたけど、かなり盛況だったんじゃないかなと思いました。

吹き矢のほうも迫力のある感じで、実際に見るとそういうものかと。あ

りがとうございました。 

 では、本日も最初に議事録の承認ということで、第１０回審議会の会

議録を皆様のほうには既にお配りして、校正等していただいているとこ

ろですが、ご承認いただけますでしょうか。 

委 員 全 員  はい。 

前島公民館長  ありがとうございます。 

では、続きまして本日の資料について庶務係長のほうから説明いたしま

  す。 

牛込庶務係長  事前にお配りしました資料、１１点ございます。第１０回公民館運営 

審議会会議録。都公連委員部会第１回研修会アンケート集計。公民館事

業の報告。公民館事業の計画。平成２８年度教育施策（抜粋）、表裏に

なっておりまして、裏側に平成２９年度公民館重点施策（案）。平成２

９年度公民館重点施策（案）についてということで、こちらは菅沼委員

に作成していただいた資料です。続きまして、公民館運営審議会答申

（案）。月刊こうみんかん４６２号。ＫＩＴＡＭＡＣＨＩユース２８号。

きたまち空間３１号。ひがしちょう空間１４号。以上が事前にお配りし

ている資料です。 

 本日お配りしました資料、Ａ４の次第が１枚と、第１２回審議会（三

者合同会議）のご案内、こちらは委員さんのみの配付となっております。

平成２９年度公民館の事業計画（案）について、以上３点でございます。 

立川委員長  抜けはないでしょうか。 

 

１ 報告事項 

 （１）都公連委員部会運営委員会、研修会について 

立川委員 長  それでは、都公連の委員部会運営委員会、研修会について。 

宮 澤 委 員  宮澤です。第１回の研修会が９月３日、１０４名の参加のもと、無事 

に終えることができました。アンケートの集計が事前に送付されたと思 

いまして、これは目を通していただけたと思いますので、これで報告と 

させていただきます。今月は２６日に委員部会が開催されます。東京都 

公民館研究大会、課題別集会、公民館運営審議会の部会担当の内容等、 

詳しく決まると思いますので、次回、報告させていただきたいと思いま 

す。 
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  以上です。 

立川委員 長  アンケートと何か。 

菅 沼 委 員  これは９月６日、佐藤一子先生の話ですね。当日、宮澤さんを初め５ 

人の公運審の方が行かれまして、私が佐藤先生の講演の中で感じました 

ことだけ、話をしておきます。これからの公民館についてという話が後

半にありました。これからの公民館というのは、地域交流拠点としての

役割を果たすべきだと。そして、その３つの役割として、公民館サロン

機能、居場所とネットワークづくりを進めたらいいでしょうと。それか

ら、まちづくり地域課題の学習を通じて自分の町の意識を、わがまち意

識をつくっていくのが大切ですと。あとは協働と交流の場所を、できる

だけ行政と市民が意見交換をして、市民の生活課題を行政に反映させ、

協働するプロジェクトを推進していくのがいいでしょうと。こんな３つ

の提案がありました。非常に参考になりましたのでお伝えしておきま

す。 

 以上です。 

 

 （２）青少年のための科学の祭典について 

立川委員 長  そのほか。なければ、青少年のための科学の祭典についての報告なん

ですが、当日は参加者と出展している方の合計が７,７５０人というこ

とで、午前中、雨のわりには非常に多かったのかなと。昨年は１万人を

超えたようですが、２６年度に関しては７,５００人ということで、２

６年はオーバーしたという状況です。 

 佐々木先生の佐々木研究室という、いい足場を我々は持っている中

で、当日と準備とほんとうに皆さんよく連携して働いていただきまし

た。当日は高校１年生の３人ともうまく連携できて、ほんとうに委員の

連係プレーが非常にうまくいって、参加者も疲れましたけれども、我々

も楽しくできたのかなというふうに思っております。 

 何かご報告したい方、いらっしゃいますでしょうか。感想でも。 

雨 宮 委 員  雨宮なんですけど、ちょっと誤解しないでほしいんですけれども、こ 

の間やったのは本式の吹き矢ではありませんので、それだけご了承願い

ます。それより前に、館長、差し入れをありがとうございました。それ

から学芸大学をお借りして、ありがとうございました。 

 吹き矢は今度は北のほうで講習会がありますよね。それは本式です。

私は呼ばれていないので行きませんけれども、とにかくそっちのほうが

本式の吹き矢ということで、この間、吹いた人の数はわかっていますか。 

立川委員 長  付せんを数えればわかるんでしょうけれども。 

雨 宮 委 員  いや、私もいいかげんですので、一応そのとき書いたやつ、くっつけ 

ちゃったので、１人ずつ、１本１本全部数えてみたんです。そうしたら

７００ぐらい吹いているんですよ。７００本。 

立川委員 長  ということは１４０人ということ。 

雨 宮 委 員  そのぐらいですね。あと、的から外れたのが結構あったんですよ、幼 
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稚園の方とか。國分さんと櫻井さんに消毒など、いろいろしていただい

て、あれがほんとうに、消毒しないといけないことになっていますので、

助かりました。あれだけは私１人じゃできませんので、そういうサポー

トが必要なので、私は何でもサポートが必要な体になっていますので助

かりました。ありがとうございました。 

立川委員 長  疲れてしまって、来年やりたくないというはなしですけど。 

雨 宮 委 員  いや、お子さんも結構いたんですけどね。またやりたいのはやりたい 

けど。今度は貫井北でやるのは、あれが本式の吹き矢ですので、もし私

に教わりたいんでしたら、あるところを借りていますので、そこへ来て

いただいて、お子さんでも大丈夫ですので、そういう機会もできますの

で、もしできたら私のほうに連絡していただくか、本部のほうに連絡し

ていただければ都合をつけてくれると思いますので、よろしかったらよ

ろしくお願いしたいと。 

 とにかく、行き届かないところが私自身もいろいろありまして、みん

なおんぶにだっこだったんですけど、助かりました。委員長にもあれだ

けの、吹き矢じゃないけど飛ばすやつを企画していただいて、私には考

えられないことをやっていただいたので、私はほんとうにほっとしてい

ます。ありがとうございました。 

畠 山 委 員  委員長、子供たちが来て参加して、日本でも４０年か５０年後かわか 

りませんけれども、あの子たちの中からノーベル賞が出てくると。ああ

いう基礎的なことを自分で考えて、吹き矢の原理ですよね、何でこうな

るんだろうということをあの時代からしっかり勉強してもらって、だん

だん大人になっていくことによって４０年後、５０年後にあの子たちの

中から日本のノーベル賞が出てくるんじゃないか。そんなことを私、見

ながら期待しましたよ。吹き矢があんなに人気があるとは思わなかった

ですね。でもあれば僕は非常にいいことだと思います。ああいうことを

やはり体験してもらって、勉強してもらって、だんだん年を重ねていく。

自分たちで考えて工夫して、科学とは何なのかということを理解しても

らえればいいなと思いました。 

立川委員 長  そのほか、感想、ご意見、ございますでしょうか。 

 

 （３）公民館事業の報告について 

立川委員 長  では、次に公民館事業の報告について、お願いします。 

若藤事業係長  事業係長でございます。お配りしております資料の中の、公民館事業 

の報告ということでごらんいただきたいと思います。今回は本館と緑分 

館、それぞれから報告が１講座ずつ上がっております。ごらんいただき 

まして、何かご意見、ご感想がありましたらお願いいたします。 

立川委員 長  ２件だけですけど、何かご感想ございますか。 

 

２ 審議事項 

 （１）公民館事業の計画について 



 6  

 

立川委員 長  特になければ、審議事項に入りたいと思います。 

 まずは公民館事業の計画について、お願いいたします。 

若藤事業係長  続きまして、公民館事業の計画ということで、次の資料になりますが、 

こちらをごらんください。今回は本館、貫井南分館、緑分館、貫井北分

館、４館から公民館事業計画が出ております。ごらんいただきまして、

ご意見等ございましたらお願いいたします。 

菅 沼 委 員  菅沼です。貫井北分館の最後の環境づくり、学園祭ポスターってちょ 

っと気になったんですが、このところ学校教育と社会教育の地域連携と

いうのが盛んに話題になっているんですが、そういう面から見るとこの

学園祭のポスターをここで、環境づくりで出しているというのはどんな

趣旨でどういうことをやられているのか、ちょっと説明していただきた

いんですが。 

村山分館 長  貫井北分館、村山です。事業計画の場をおかりして環境づくりという

取り組みをご紹介させていただいています。貫井北分館では３つの柱と

して、事業の計画と利用者との関係づくり、あと公民館をメーンとした

環境づくりの３本の柱で動いておりまして、これは環境づくりの一環と

して学園祭のポスターを掲示しています。やはり、こういう取り組みに

よって、若者のコーナーがある関係で学校間との横のつながりであった

り、文化祭を通じていろんな方が交流できたらなということを考えてい

ます。 

 公民館の職員としては、これをきっかけにして先生方だったり、文化

祭を担当する学生との交流が図れる関係で、学校との連携ということが

構築されています。今年２回目で、昨年ポスターがたくさん集まりまし

て、今年度は今のところ、どの程度集まっているかお話しすると、市内

の大学、高校を中心にして、大学が４校、高校が４校、その他専門学校

を含めてプラス６校ですので、十六、七校ぐらい集まっています。です

ので、１つの壁に学園祭のポスターが、同じ壁に張られるわけなので、

意外と皆さん、足を止めて見入っている傾向はよくあります。いろんな

学校の特色が、文化祭のポスター一個とっても分かる関係で、中学生と

か、多くの方が若者コーナーで勉強する方も多いので、学校選びの一つ

のきっかけになればと思っています。 

 意外と、持ってきてくださる学園祭担当の学生であったり先生方が来

館される、もしくは、今日もこれから取りに行くんですけど、そういっ

た形で公民館の職員と学校とのかかわり、意見交換という意味で学校教

育、社会教育との連携を強化している一環です。掲示したポスターは１

１月末までで、それを終えたら貫井北の図書室へ地域資料として保管す

る予定です。保管というのは昨年度も取り組んでおりまして、地域資料

として大事に保管していく予定です。 

 以上でございます。 

菅 沼 委 員  私としてはやっぱりこういう機会を利用し、公民館のＰＲも学校にポ

スターを張ってもらうとか、そういう連携もしながら、学校と公民館の



 7  

 

距離をできるだけ縮める活動をどんどんやっていったほうがいいんじ

ゃないかと。その活動の一つとしてこれはいいなと思っています。ほか

の館も含めて、今まで学校との距離というのは結構遠いんですね。それ

を近くするための努力をやるべきだなと。その一つがこれだなというふ

うに私、感じましたので、今質問したところです。 

 以上です。 

立川委員 長  そのほか、ありますか。 

雨 宮 委 員  ちょっと質問なんですけど、貫井北さんに。今言ったスポーツ吹き矢 

のことを、１１月２１、２８日なんですが、誰でもいいということ、そ 

ういうのは何か言っていますか。１８名の中に。 

村山分館 長  市内在住、在勤、在学の方が対象と。 

雨 宮 委 員  それだけ？ 

村山分館 長  はい、年齢の設定は特に。 

雨 宮 委 員  例えば私みたいな身体障害者でも、車椅子でも。 

村山分館 長  大丈夫です。健康づくりの講座を始めたきっかけの一つとして、昨年 

度からスポーツ吹き矢に取り組んでいるんですけど、車椅子の方でも屋

内で、肺活量を鍛えるという観点で健康づくりに十分発揮できると思い

ますので、それを機にスポーツ吹き矢、体育館のホールでダンスとかが

全てではないので、そういった取り組みでスポーツ吹き矢をやっていま

すので、知的障害を含めて大丈夫です。 

 ４月１日から障害者差別解消法が始まっていますので、この辺に関し

てはほかの講座を含めて、公民館の取り組みとしては非常に先行して知

識を集約して勉強していますので。 

雨 宮 委 員  雨宮ですけど、あるところ、私も障害者ということで吹き矢を始めた 

きっかけが、障害者でも、私は障害者なんですと、私の障害がどこまで

悪いかということを聞かないですぐ来てくださいと言われて、それで講

習会に行ったことがあるんですけど、私はこういうふうに歩けるからい

いですよ。車椅子とか右手がないとか、脳梗塞とか、右手が、左手不具

合い、そういう人でも大丈夫なのかと思って、私はちょっと心配してい

るんですけど。 

村山分館 長  ケースバイケースだと思いますけど、先ほどお話しした障害者差別解

消法の件もありますので、その安全を確認の上、特に行政というのは義

務づけられていますので、その辺は配慮はしないといけませんので、講

師の方と本館と相談しながら進めていきます。 

雨 宮 委 員  よろしくお願いします。 

立川委員 長  そのほか、ございますか。 

 

 （２）平成２９年度教育施策（公民館部分）について 

 （３）公民館重点施策について 

立川委員 長  それでは次に、平成２９年度教育施策について、お願いいたします。 

前島公民館長  公民館長です。前回お配りした教育施策等、また重点施策について本 
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日もお配りしているところですが、前回、皆さんにお願いしたとおり、

この方向でいきたいということをお示しいたしましたので、それについ

てご意見をいただきたいと思っております。後ほどその関連で予算につ

いても説明させていただきますが、まず先にこちらのほうでご意見いた

だければ、それをまたこちらのほうで考えまして、最終的に決定してい

きたいと思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

菅 沼 委 員  これについて、第１０回資料で公民館重点施策についてという意見を 

出しておりますので、それでちょっと私の意見を言わせてください。 

 公民館の重点施策というのは、基本的には前からきちんと毎年つくる

ということになっていたんですが、なかなかできていなかった。今年、

これができて非常に私は喜んだわけでして、ぜひ今年から、公民館の活

動の年度方針をきちんと出していくという習慣をつけていくのがいい

と思っております。 

 この間、見せていただきました公民館重点施策の４番、新たな利用者

を発掘し若者を対象にした事業の実施に努める。５、平均稼働率の向上。

この２つについて私、意見を言わせてもらいます。 

 ４番の、新たな利用者を発掘し若者を対象にした事業の実施に努める

というのは、これは大賛成なんですが、私の意見の４番は、公民館利用

者の拡大を図るとして、もっといろいろなテーマがあるだろうというこ

とで並べました。１つは今言われました、若者を対象にした企画の実施

に努めるというのは、先ほどの４項の内容を、あと文章を続ければいい

のかと思いますが、それから２番目は世代間交流企画を積極的に進める

と。例えば東分館の囲碁の会の人が公民館で若者に対する囲碁教室の講

座をつくって、毎年実施しています。そういう話とか、それから緑分館

の自然との交流ですね。これを夏にやったり、秋にやったりしておりま

す。それからほかでも、例えば着付け教室ということで夏休みに若い人

を呼んで教えるとか、こういう世代間交流というのをもっとどんどんや

っていくべきだということで２番目に入れました。 

 それから３番目は今後の検討事項ですが、保育制度の導入拡大を検討

し、女性の参加を増やすと。１つは例えば企画実行委員でも、最近、非

常に年齢層が高くなっています。若い年齢層もをできるだけ企画実行委

員等にも入れていったほうがいいんじゃないかということも入れまし

て、あるいは日常の公民館の利用者をもっと増やすためには、女性の参

加を促すべきだと。それにはやはり保育制度等を検討すべきじゃないか

と。これを１つ入れました。このあたりは年度方針に入れるのかどうか

というのは議論していただければいいと思います。 

 それからもう一つは、公民館活動についての情報発信についてさらに

アイデアを出し進めると書いていますが、前に一度この会で提案しまし

た、公民館まつりの全館共通のＰＲのチラシをつくっていろいろ配った

らどうかという提案をしました。これについては立川委員長のほうか

ら、商工会議所に出したっていいじゃないかとか、それから先ほど学校
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に持っていって出してもいいじゃないかと、いろいろな情報発信がある

と思います。そういうことを考えてみたらどうか。あるいは、ちょっと

具体的に言いますと、チラシの安価なカラー化ですね。これはＮＰＯ法

人のほうではもうカラーで、いろいろやっております。例えばラクスル

あたりへ行くと、枚数が多ければカラーで１円ちょっとでできるとか、

いろいろ工夫があると思うんですね。規制があるから全部白黒だという

ようなことじゃなくて、そのような検討もしてもらいたいと。 

 それからもう一つは、カラー化の話で「月刊こうみんかん」ですね、

これをいつももらっていますけど、白黒でもらっているんですが、これ

は小金井市のホームページを開きますとカラーで出るんですね。こうい

う形（カラー版の月刊こうみんかんを示しながら）で見られるようにな

っているんですね。それだったらこれをもっとうまく利用できないかな

と思っているんですが、残念ながら昨日、このホームページを開いてみ

ますと、８月の「月刊こうみんかん」なんですよね。全然そんなものを

見たって意味がないんですよ。例えば１０月だったら１０月の初めに出

た「月刊こうみんかん」をカラーにして、そこでみんなが見られるよう

にするとか、そういう工夫もやらないと、情報発信というのはまだまだ

いろいろ考える点があるという気がしていますので、そういう点でやは

り情報発信というのも一つテーマにして、このぐらいの４つを、公民館

利用者の拡大を図るという大きなくくりにして活動したらどうかとい

うのが１つの提案です。 

 それからもう一つは、その下に参考資料で公民館利用者の数を出して

おります。先ほども公民館の重点施策の中では、平均稼働率というのを

書いてあるんですが、やはり公民館の活動を結果として評価できる指標

が欲しいなと。私はやはり、それであれば公民館の利用者数が一番わか

りやすいのかなと。あるいはほかに、先ほど言いました平均稼働率とあ

るんですが、この平均稼働率は小金井市の長期計画審議会、第４次基本

計画で平均稼働率の向上を指標にするというふうに出ているんですね。

それでここに平均稼働率というのが出てきたかもしれませんが、どうも

平均稼働率って、私はわかりにくいと。ざっくり利用者数とか、誰でも

わかる数値で見たほうがいいんじゃないかと。 

 ５番目の提案は管理指標をつくりましょうと。その管理指標は私の提

案は公民館の利用者数でいいんじゃないかと。そんな提案をします。そ

れをできれば年度方針に入れてもらいたいというのが意見でございま

す。 

 以上です。 

立川委員 長  今の４というのは、公民館の充実の後に何か該当するところはないと

いうことですか。 

菅 沼 委 員  公民館の重点施策の４に、若者を対象にした事業拡大を図るというだ 

けなんですね。だからもっといろいろな利用者拡大のためには世代間交

流もあるし、保育制度もあるし、情報発信もあるだろうということで、
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項目を増やしたほうがいいのかなということで提案しています。それ

と、管理指標をきちんとつくったらどうですかという提案です。 

立川委員 長  若者、何番ですか。 

菅 沼 委 員  ２９年度公民館重点施策の案の４に、新たな利用者を発掘し若者を対 

象にした事業の実施に努めると。そこの項目を、公民館利用者の拡大を

図るにして、４つぐらいぽんと入れたほうが迫力があるかなと思ったん

です。それと、５番の管理指標のことですね。 

立川委員 長  公民館重点施策についてというのは、ア、イ、ウ、エ、オの審議事項

のウのところに入ったということですね。今、イをやっているけれども、

ウのところも同時にということですね。 

菅 沼 委 員  ごめんなさい、イとウと一緒ですね。 

立川委員 長  じゃ、ウの説明もちょっと、ざっくりしてもらっていいですか。 

前島公民館長  すみません、最初に言えばよかったですね。一緒にしちゃいまして。 

菅 沼 委 員  さっき説明したと思って。 

前島公民館長  あわせてお願いします。申しわけございません。 

菅 沼 委 員  そうしたら、あくまでこの平成２９年度公民館重点施策の４番と５番 

についての意見です。 

畠 山 委 員  よろしいですか。今、菅沼委員のほうから平均稼働率よりも利用者数 

を増やすことだと、そういうふうに表現すべきだといいますけれども、 

私は利用者数よりも利用者の幅を広げることじゃないかと。要するに利

用者数となってしまうと、リピーターでも固定客でもカウントされてい

きますから、一定の人がどんどんカウントされるんですよね。じゃなく

て、もっとより幅広い市民が、小金井も１２万弱いますから、より多く

の市民が利用できるための幅を広げる施策を取り入れるべきじゃない

かと、そんなふうに私は思います。これはいろいろ問題になっています

けど、公民館の利用客の固定化という問題は、どこでも問題になってく

るんですよね。これをどういうふうに、固定化じゃなくてより幅広い市

民、要するに納税者はいっぱいいるわけですから、その人たちにどうい

うふうに門戸を広げて理解してもらって参加してもらうかということ

に重点施策を絞っていくべきじゃないかと、そんなふうに私は思いま

す。 

雨 宮 委 員  雨宮ですけど、この間、緑分館をお借りしたんですよ。そうしたら、 

うちの人、車椅子でもちょっと足が長くて、足が、折り曲げないとでき

ないような人なんですね。そうすると、持ち上げるに持ち上げられない

し、エレベーターは足を上げさせるように、私が持ってようやっと入っ

たような状態だったんですよ。そういうのはどのように考えているのか

なと、私は思っているんですけど。持ち上げるにも、私なんかはみんな

障害者ですので、この間は結構、別な人が手伝っていただいたんですけ

ど、なるべくだったら私たちだけでやりたいのが実情なので、障害者で

ももっと行きたいらしいんですよ。そういう人たちのことも考えてと思

うんですけどね。この間、貫井南さんに和田さんが見えたようなんです
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けれども、ちょっと見学がてら行ったんですけど、あそこは緑分館より

ちょっと広いんでしょうか、エレベーターは。ちょっと広いような感じ

がしたんですけど。そういうのも何かこれからは考えて、大変なことは

わかります。財政のことは大変なことだと思いますけれども、できれば

そういうことも考えてやってほしいなと思ったんですけどね。 

 それともう１点、今日、ほんとうはこれから午後、市役所の本庁舎で

会議があるんですけれども、あそこはエレベーターがないですからね。

結局、職員か誰かに上まで、たまたまあそこでなくて、ここがとれたと

いうことで場所を変更させていただいたんですけれども、あっちは絶

対、持ち上げて、車椅子の人が１人行くので持ち上げるような形で行く

んですけど、なかなか私なんかの要望ばかりじゃまずいんですけれど

も、そういうことも幾らか、頭の中に入れておいてほしいなと思うんで

すけど。 

畠 山 委 員  雨宮委員のおっしゃるとおりで、やはり公民館も障害者も健常者も同 

じように参加できるようなシステムを、市としても我々としても考えな

きゃいけないことだと思います。敬老の日って小金井市で毎年、やって

いるんですけれども、中附でやるんですけれども、あそこで障害者、車

椅子で来るわけですよ。私もお手伝いしたことがあって、障害者が来る

とあそこは階段なんです、校庭に入ってからもね。車椅子で来た人はど

うするのかというと、手伝いに来た人がその四方あるいは三方で車椅子

ごと抱えて、下へおろすんです。そうすると何人かが腰を痛めたり、け

がをするんです。それだけならまだいいんだけれども、もしもそこでひ

っくり返っちゃうと、車椅子のお客さんも大けがをするんです。 

 私はそのとき、当時の、前の市長と福祉保健部長にも言ったんです、

これは危ないよと。だからスロープか何かを敷かないと、大きい事故が

起きてからでは、こんなものは中止だという話になってしまうからと言

って、１年だめなわけですね。２年目にも言ったんです。こんなことを

やっているなら私はもうやめますよと、なぜかというとそんなリスクを

私はしょえないと言ったんです。そうしたらやっと福祉保健部長が動い

て、前市長にも伝わって、じゃ、スロープを入れましょうと、リースで

入れたんです。去年から入れたのかな。そうしたらスロープですから、

すーっといくんですよね。そういう、やっぱりなかなか行政も腰が重い

と、要するに障害者の安全とか、車椅子の安全とかということを深く考

えない、コストばかり考えちゃうから。それはだめでしょうというのが

私の考えで、でも今はスロープができましたから、安心して行事に参加

できるというふうになったと思います。だから雨宮委員のおっしゃると

おり、やっぱりみんなが均等に参加できるということで考えていかない

と、私はだめだと思います。 

立川委員 長  この教育施策も、公民館の重点施策も、後に続く公民館中長期計画の

策定に非常に関連してくる内容だと思いますので、よりこれを深く討議

していきたいというふうに思います。 
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前島公民館長  公民館長です。それでよろしければそれでもいいんですが、既に予算 

の編成時期になっておりますので、一定の来年度の、中長期というのは

５年、１０年、３年、５年、こういったスタンスになると思いますので、

来年度の重点施策としてはできればここでおまとめいただいて、ご意見

をいただいておきたいなと。最終的に決定するのは今年度中に決定いた

しますが、そのような形でご理解いただきたいと思いますので、できれ

ば今の菅沼委員のご意見、雨宮委員のご意見を踏まえてどのような形に

するかというのをご審議いただければなと思います。 

立川委員 長  では、公民館重点施策の４番について、菅沼さんの４番に追加したほ

うがいいんじゃないかという４項目、こういうご意見をいただいていま

すが、これに関して皆さん、何かご意見ございますか。 

 より具体的に、具体策を挙げなきゃ意味がないということですよね。 

菅 沼 委 員  菅沼です。４番の４つ、ポチで挙げた項目だけぐらい入れてもらうと、 

私はいいと思うんですが。括弧の中は説明のための文章ですからとっち

ゃって、１行ずつ４つ並べてもらうと私はいいんですが、それを重点施

策でやること自体がおかしいじゃないかとか、そういうことがあれば別

ですけれども、なければ、当然、利用者の拡大についてはこのようなこ

とを考えていかなきゃいかんので、入れてもらうとありがたいなという

気がするんですが。 

立川委員 長  特に保育制度の導入拡大というところは予算とも関連してくると思

いますので、その辺が可能かどうか、特に入れて、うたって全然できな

いんじゃうまくないので、割愛しないとまずいのか。予算と絡んでくる

ところですが、この辺はいかがでしょうか。 

前島公民館長  この後、ご説明させていただきますが、具体的にこちらのほうでちょ 

っと考えてしまうのは、１つはチラシのカラー化というのが、市全体的

にカラー化していないようなところもありますので、なるべく経費を抑

えるようにというところがありますので、なかなかこの辺は対応が難し

いのかなと。ただＰＲとしては進めなくちゃいけないということなの

で、具体的にはちょっと書けないですけど、こういったＰＲ方法につい

てということであれば、これは別に構わないと思いますし。 

立川委員 長  ただ、原本はカラーでつくっているでしょう。 

前島公民館長  あれは印刷しなくて済むので、ホームページ用にカラーでつくってあ 

るということです。印刷は白黒で印刷します。 

立川委員 長  印刷は白黒でいいと思うんですが、菅沼さんがおっしゃるのが、せめ

てホームページのところではカラーで、それもタイムリーにということ

ですよ。 

前島公民館長  申しわけございません、タイムリーにというところは、通常、それで 

対応しているはずなんですが、ちょっと何らかの事情で今、滞っている

ような感じかなと。それは早急に対応したいと思います。 

立川委員 長  カラーというのは、原本が１枚だけカラーがあって、スキャンすれば 

いいだけの話ですから、それはモノクロ化ということとはまた違います
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よね。印刷はモノクロでやったとしても、原本はカラーでやる。 

若藤事業係長  市のホームページにアップしているものは、あくまでも電子データの 

読み込みだけなので、それをスキャンしてまた印刷すると、それはカラ

ーになってしまうので、カラーで印刷するとなるとそれは別にまた費用

がかかるんですが。 

立川委員 長  印刷だけモノクロにすればいいじゃないですか。 

若藤事業係長  そうです、ホームページ上の画面で見る限りはカラーで見られるよう 

になります。それを見た方がダウンロードした場合には、カラープリン

ターでしたらカラーで出ますので。 

立川委員 長  チラシのカラー化はちょっと厳しいということ。 

若藤事業係長  はい。 

宮 澤 委 員  ちょっとよろしいでしょうか。私、都公連のほうにいつも「月刊こう 

みんかん」を配布させていただいております。その中でお褒めをいただ

いております。この印刷がすごく聡明できれいだと、どこでやっていま

すかという問い合わせもいただきました。これは好評ですので、この印

刷で私はいいと思います。他市の方もほんとうに褒めていただきました

ので、再生紙を使って市民の方たちでつくっていますと答えておきまし

た。ですから、私は、インターネットの方はご自分でカラーで取り寄せ

ればよろしいと思います。 

菅 沼 委 員  ある意味では岩盤規制なので、それをたまには外してもいいじゃない 

かと個人的には思うんですけど、それを今、目標に入れる、入れないは

別にして、基本的にこの括弧の中の文章は書かなくて、例えば公民館活

動についての情報発信についてさらにアイデアを出し、進めるぐらいの

ところでとどめておいたらいいかと思うんですけどね。括弧の中はいろ

いろ提案、具体的にちょっと言ってみたわけでして、できるだけそうい

うのは実現してもらいたいけれども、すぐにということもないと思うの

で、この４項目を１行ずつ入れてもらえばいいというのと、それから保

育制度が、基本的にまだ予算がつかないから今年は無理だよということ

であれば、今後検討を加えていくぐらいか、あるいは今回、外しちゃう

か、来年ぐらいに入れるか、そのあたりだと思うんですが、どうなんで

すかね、その辺の感覚は。もっと女性を増やしていこうというアイデア

として、保育制度をもっと増やしていくだとか、そういうアイデアとい

うのはどうなんですかね。公民館のほうはどう考えているのかな。 

前島公民館長  公民館長です。その点につきましては２９年度の予算編成のほうの考 

え方を後ほどお示ししたいと思います。おっしゃるとおり、予算の決定 

がまだこれからという形になりますので、どこまで書けるかというのが 

ちょっと微妙なところですが、こういう意識を持ってやっておりますの 

で、書き方自体は工夫させていただくかなと思いますけれども、方向性 

としては自分たちはこういう意識を持ってやっているということは間

違いないので、そこは予算との兼ね合いもございますが、考えさせて

いただきたいというふうに思います。趣旨としてはこのとおりでいい
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のかなと思います。ただちょっと、若い女性というふうに限定してし

まうのがちょっと……。 

菅 沼 委 員  変えてください。 

立川委員 長  １番目、２番目も特に支障がないですか、入れるに当たって。若者対

象と世代間交流。 

前島公民館長  これは、なかなかできていないところですが、やらなくちゃいけない 

ところだと思っておりますので、これはおっしゃるとおりだと。 

立川委員 長  この４項目、ちょっと言い方を工夫しながら入れていただけるという

ことで、皆さん、ご意見ございますか。 

國 分 委 員  賛成です。菅沼さんの案をうまく表現して入れてほしいなと思いま

す。 

立川委員 長  ５番目の稼働率の向上なんですが、菅沼さんの案、利用人数であらわ

したらわかりやすいんじゃないかということと、畠山さんのほうから、 

数も大切だけど幅がより大切じゃないかというご意見もあったんです

が、その辺はどう思われるでしょうか。 

菅 沼 委 員  菅沼です。確かにこの参考資料の数字というのは、リピーターも全部 

入っているわけですね。ただ、リピーターを除くという作業はできるの

かな。今年、何人来たかというのは。 

立川委員 長  限度がありましたよね、たしか、リピートの。月何回に限るとか。 

前島公民館長  公民館長です。利用者がリピーターかどうかというのは、かなり調べ 

ていかないと出ない話だと思います。また、それがいいのか悪いのかと

いうのはまた別ものの話で、もしかするとそのリピーターの方が地域に

帰って何か広がりを見せた活動をされている可能性もありますし、ほん

とうはこの指標というのがすごく難しいところで自分は考えていて、長

期総合計画にも載っている稼働率の向上というのもありますが、本来で

あればそこだけじゃないんだろうなという思いはあるところですが、一

つの指標といえば指標ではありますが、非常に悩ましいといつも思って

いるところでございます。したがって、具体的に指標とするときに、利

用者の幅というのは一体何なんだと、基準は何だという話に多分なって

くると思いますし、利用者数にはリピーターが含まれているのかどう

か、そんな話になっていくと、どれも数値化するのが難しい話だなとい

うのが私が思っている印象です。ほかの指標ができればいいんですが、

なかなか公民館では難しいなというのがずっと、この３年間思っている

ところでございます。 

立川委員 長  緑分館なんかは１日に２５０人の利用というのがこれで見えるわけ

ですよね。相当使っているなというふうには読み取れるんですよね。 

畠 山 委 員  委員長、この間の都公連委員部会に私は参加できなかったんですけど 

その中でも先生が言っているのは、利用者の固定化につながっているお

それがあるんですよと。館長はそれはなかなかグリップできないからわ

からないんだよと言っているんだけれども、でも現実問題としてそうい

うことが公民館全体の問題になっていることは、やはり小金井市として
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も、せっかくＮＰＯ法人をつくっているわけですから、考えないと、そ

れはしようがないよと言ってしまえばしようがなくなってしまうんで

すけれども、やはりそこをもっと掘り下げて、どうしたら幅広い市民が

より多く利用できて、小金井市のいろんな細かい問題点まで公民館とし

て吸い上げることができるのかできないのかということに、やはりもう

少し重点を置かないとと私は思う。私はやはり固定化というか、リピー

ターとも言いますけれども、それは前から考えていましたけれども、難

しい問題だけども考えないと、スルーしてしまうと結局それが置き去り

になってしまう。で、結局、固定客の中だけでもっていろんなことが決

められて、そのままいってしまう。それでいいんじゃないのと言う人も

確かにいますよ、実際。でもそれって変でしょう。より多くの納税者が

いるわけですから、より多くの納税者のためにどういう対策が必要なの

かということをやはり、館長としては考えてほしいと。 

前島公民館長  公民館長です。何が難しいかというと、主催講座だったら明らかにわ

かるんです。こちらも広げたい、こういう講座を組みましょう、若い

人たち、あるいは子育て世帯の方という対象ができるんですが、貸し

館のほうの話になってしまうと、結構これは、何歳の方が使っている

んだとか、そういうのはつかんでいないというか、登録団体という団

体でしかつかんでいないので、その中にどういう世代の方がいるかと

いうのは把握していないわけです。そういうのを把握していかなきゃ

いけないんじゃないかというご意見もわかるんですが、なかなかそこ

は、自由な活動を監視するような話になっていくのも嫌だなというの

が少しありますし、大体どの世代なんだというのを調べるのは、それ

は別に調べていかないといけないのかなという、アンケートをとると

かそういう形になっていくのかな、大体、平均年齢幾つの団体ですか

とか、そんな話になっていかないと、そういうことを調べないと多分

わからない。 

畠 山 委 員  おっしゃるとおりですよね。ただ、団体が既得権益者になってしまう 

       と、団体だからしようがないねという話になってしまうと、既得権益に 

なってしまうんです。そこはやはり気をつけてチェックしていかないと 

難しいかなと思います。 

前島公民館長  公民館長です。その辺は中長期計画のほうで考えていただけると、中 

長期計画のほうで何らか方向性を出していただけると、そういう方向に

向かっていったほうがいいんじゃないかということがあればお願いし

たいなと。 

菅 沼 委 員  提案した本人が言うのもあれですけれども、やっぱり基本的に公民館 

の活動を何かの管理指標で捉えておきたいと、数値で。それは皆さんも

そうだと思うんですけれども、どうも今日の議論の中で、ここで結論を

出せというのは難しそうだし、今年は指標を出すのを一応やめておい

て、１年間の間にどういう指標でいこうかという議論を別途していくと

いうことぐらいでどうなんですかね。 
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 先ほど公民館の利用者数というのを出したんですが、あと、公民館の

主催事業のみの利用者数とか、主催事業のみの時間数というのも出して

いるんですよ。そういう見方もあるし、幾つか、もしこの指標について

の議論をやるんであれば、今回、年度方針をちょっと入れるのは時期的

に難しいだろうし、あと１年の間に議論していくということにしておけ

ばどうですか。意見です。 

立川委員 長  よろしいでしょうか。 

畠 山 委 員  確かに、まだ公民館とか庁舎の移転も決まっていませんから、決まる 

       中でまたいろんなことが、本館とか公民館運営とか、いろいろなことが

考えられると思うんです。今、早急に長期計画に入れるということにな

ってしまうと、それからどうするんだと。公民館も移転しないかもしれ

ませんし、それはまだ市長もはっきりさせていませんから、そこはもう

少し時間をかけて、菅沼委員おっしゃったように時間をかけてみんなそ

れぞれ考えてもらって、ベストな案を出していけばいいかなと思いま

す。 

立川委員 長  人数という指標はわかりやすいことはわかりやすいんですが、ちょっ

と様子を見るということで。 

佐々木副委員長  利用者数、人数を示す意味というのは、全体の市民の、ある意味重複 

もあって、ある程度多くの市民が使っているか、そういうふうなものを 

見るものでしょうし、平均稼働率というのはある意味、施設を有効活用 

しているかという指標だと思うので、ちょっと違う指標かなというふう 

に思うんですね。そういう意味では全体の規模感といったものを一定つ 

かむというのは必要なのではないかと。重複については今後の課題、や 

っぱり簡単にはできないことなので、今後の課題にしていくというふう 

なこともあれば、利用者数という指標も単純なものですし、集計上、当 

然使うものでもありますので、入れていってもいいのではないかとちょ 

っと私は思うんですけれども。重複についてはまた別途、ルール化をど 

うするかとか、そういったことで時間がかかる問題だと思います。 

立川委員 長  インパクトはありますよね。３６０で割ってもらえると、１日どのく 

       らいの人数が集まっているのかということで、非常にわからない人には 

わかりやすいボリューム感がつかめるのかなというふうには思います。 

雨 宮 委 員  雨宮ですけれども、これはみんな１日の数字ですよね。 

菅 沼 委 員  延べ利用者数。 

雨 宮 委 員  これ、朝、昼、夜のあれもとれるんですか。出ていますか。 

畠 山 委 員  それはデータ、ありましたよね。 

宮 澤 委 員  前に出した。 

雨 宮 委 員  この間、ちょっとあるところへ行ったら、夜は全然使っていない状態 

のところもありますので。 

菅 沼 委 員  前に出したのは、設備を予約しているかどうかの「○、×」であって、 

夜が予約率が低いなというだけであって、利用者数とか、そういうあれ

ではないです。 
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雨 宮 委 員  はい。 

菅 沼 委 員  菅沼ですけど、重点施策の５として入れるのか、それとも参考として 

今年の活動はこれぐらいよというので、利用者数を入れておくぐらいで

すかね、とりあえずは。 

立川委員 長  先生は入れたほうがいいということですよね。 

佐々木副委員長  一番大きな問題は、いろんな意味や解釈が難しいかもしれないけど、 

やはり変化が見えると。稼働率の場合は施設の活用とか、どの時間帯に

やるかとか、また全く別の指標のような気がするので、公民館とすれば

たくさんの人たちに来ていただいてというのがまずあってという感じ

がするんですよね。 

立川委員 長  ２０万人ぐらい使っているという。２、３０万人が使っているように 

       感じられますものね、数字だけみれば。 

菅 沼 委 員  一応は、貫井北ができてからも増えているよという感じもとれるし、 

ざっくり見るにはいい数字だと思うんですけどね。 

立川委員 長  マイナスにはならないですよね、公民館のイメージ。 

菅 沼 委 員  これでマイナスになってきたら、えらいことですよ。貫井北をつくっ 

てトータルが減ったら問題ですよ。だから、指標として重点施策に入れ

るか、それとも最後にぺらっとこれぐらい入れておくか、その辺は検討

したらいいと思うんですけどね。 

立川委員 長  ほんとにジャブ程度の攻撃にはなりますね。 

前島公民館長  公民館長ですけど、やっぱり自分としては平均稼働率というのはどう 

しても、長期総合計画にも載っているものですから、これはやはり入れ

ないといけないかなと、市として入れていかなくちゃいけないものなの

かなと思っておりますので、ここはいろいろご意見いただいているとこ

ろですが、こういった形の部分は載せさせていただこうかなと思ってお

ります。佐々木先生がおっしゃられたように、施設の面の有効活用とい

うところの意味合いもありますので、やはりここは向上していくこと

で、公民館が必要だという話、有効活用されているという一つの指標に

はなりますので、そういった意味から来年度は載せさせていただきたい

なと思っております。 

 あと、先ほどおっしゃったような利用者数とか幅を広げるというとこ

ろについては、今後の検討というか、審議していただきながら進めさせ

ていただければなというのが今の思いでございます。 

立川委員 長  文章だけにしておきたいということですか。 

前島公民館長  この文章は削らないほうがいいかなと思っています、自分は。 

立川委員 長  人数も載せないと、とりあえず。 

前島公民館長  人数は載せないです。具体的な施策というか、講座等にもかかわって 

       くると思いますので、こちらの重点施策のところではなるべく具体的に 

書かないようなつくりを私のほうも考えておりましたので、そういった 

形でご理解いただければなと。そうすれば、それに向かっていろいろ工 

夫ができるんじゃないかと思いますので、ここで固定しないで、具体的 
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なことはなるべく書かないで、方向性として書かせていただいています 

ので、よろしくお願いします。 

佐々木副委員長  いずれ、そういった問題意識を持ってやっていただければ、すぐに出 

       していただければというふうに思います。 

畠 山 委 員  小金井市の行革審としては、ここに出てきた平均稼働率、これを一番 

       重視するんですね。これに基づいて財政効果がどうなのかということを 

必ず出てきますから。だから小金井市としては行政稼働率を最重視して 

いると、中身よりもね。だと私は思います。 

立川委員 長  そのほか、ご意見。 

宮 澤 委 員  この問題とちょっと外れてしまいますけど、今、利用者数という数字 

       が出まして、ちょっと参考としてお聞きしたいんですが、やはり公民館 

を使っている方たちの、講座の人数はまず把握できますよね。いつも利 

用している身といたしまして、毎回、入館しているときの人数も提出し 

ております。それも把握できますよね。それとあと、公民館に出入りす 

る方、さまざまな方がいらっしゃいますね。コピーに来られた方とか、 

ちょっとあそこで雑談かたがた、子供も来ますよね。ちょっとした打ち 

合わせとか。そういう人数は利用者数に入っていますでしょうか。入っ 

ていませんか。やはり講座と利用団体の数のみですね。わかりました。 

そうしますと、この人数というのははるかに上回っていると思います、 

各館ともこの表よりは。だから利用している、活動しているということ 

にはなりますよね。そこをちょっと把握したかったんです。 

前島公民館長  公民館長です。貸し館という意味からすると、部屋を貸している時間 

帯がどれだけあるかというのが稼働率になりますので、それ以外の部分 

でロビーとかを使っていただいているものについては計算できません

ので、あくまでも部屋がどういうふうになっているかという把握だけし 

ているので、部屋の中の稼働率という意味になりますので、考えように

よってはもっと活用されているということも言えますけれども、部屋と 

してはそれ以上でもそれ以下でもないということになります。 

宮 澤 委 員  利用率というのは利用者数と言っていたので、参考として述べさせて 

いただきました。 

立川委員 長  そのほか、よろしいですか。ではそんな形で館長のほうでまとめてく

ださい。 

 

 （４）平成２９年度公民館事業について 

立川委員 長  次に、２９年度公民館事業について、お願いします。 

若藤事業係長  事業係長です。 

本日、当日配付になりましたが、平成２９年度公民館事業計画（案）

についてという資料をお配りしております。こちら、来年度の予算編成

に際しまして、２９年度の事業案として作成しております。表中で左側

に事務事業名ということで、上から下に書かせていただいておりまし

て、右にいきまして表の中ほどに各館の事業予算回数ということで、本
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館、貫井南分館、緑分館、この３館の事業予算回数について、館ごとに

今年度と比較したものを載せております。 

 表の右側の説明欄として、増減のあった事業について理由などを簡単

に乗せております。表の一番下に※で書かせていただいておりますが、

表の中の回数ですけれども、こちらは予算上の回数となっておりまし

て、例えば講師をお願いしない事業ですとか、野外研修等、そういった

予算を必要としない事業は回数に含めておりません。 

 回数に増減のある事業について中心に説明をさせていただきますが、

まず表の中ほど、成人教育事業の高齢者学級についてです。３館合計で

２回減としております。こちらは本館で行っているシルバー大学を高齢

者学級の枠から外すということで、前回の会議でお話しさせていただき

まして、そちらを外した上で、同じく本館で現在実施しています市民講

座の生きがい広場、こちらを高齢者学級のほうに編入することにしてお

ります。シルバー大学の１２回分と生きがい広場の１０回分を差し引き

したため、２回の減となっております。これは他館の高齢者学級と、予

算回数は合わせて１０回としております。 

 その下の市民講座でございます。こちらは３館合計で５回分の減とな

りました。こちらは先ほど申し上げました市民講座の生きがい広場を高

齢者学級に編入することで１０回分減りますが、新たに緑分館で市民講

座を５回分、実施することで、差し引きで５回減となっております。緑

分館の市民講座に組み替えることで講師の充実を図ったり、講座開催を

夜間とか土日に実施を考えておりまして、新しい受講者の取り込みなど

を図りたいとも考えております。 

 次に、その下の成人大学です。緑分館が連携して行っている東京農工

大学から、会場の都合等によりまして講座を３回で実施してほしいとい

う要望がございまして、５回分の予算を３回に減らしました。差額の予

算２回分につきましては、先ほどと重複するんですけれども、緑分館の

市民講座へ組みかえることといたします。 

 続いて成人学校です。こちらはトータルで６回分の減といたしまし

た。緑分館で実施しておりました成人学校５回分の予算を、市民講座へ

編入いたします。この予算枠が市民講座へ広がることで講師の充実を図

り、また先ほど申し上げましたが夜間、土日にも実施したいと考えてお

りますので、新たな受講者の取り込みを図りたいというのは、市民講座

のほうの狙いでございます。 

 貫井南分館の１回分の成人学校が減っておりますが、こちらは市民が

つくる自主講座の保育謝礼のほうに予算を組みかえたいと考えており

ます。市民がつくる自主講座の保育予算を増やすことで、子育て世代対

象の講座の充実とか、受講者の拡大を図りたいというふうに考えていま

す。 

 ３行飛びまして、シルバー大学ですが、こちらは高齢者学級の見直し

の中で、高齢者学級の枠から外しまして、予算上、独立させていただき 
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ました。シルバー大学は例年、応募者も多く、こちらは新たに２期制と

いうことで、前期、後期に分けることにいたしまして、高齢者学級の枠

から外すことで年齢制限も設けないことにいたしまして、より多くの受

講者に受講の機会を提供できるものと考えております。 

 雑駁ですが、以上で説明を終わります。ご質問等、ございましたらお

願いいたします。 

菅 沼 委 員  菅沼です。シルバー大学を高齢者学級から外して独立させてやろうと 

いうことについては、前回のこの会で承認しているし、私もそういう方

向でいくべきだと思います。高齢者学級、昨日も緑の朴の木学級を聞い

ていたんだけど、やっぱりシルバー大学の狙いと、高齢者学級のい 

わゆる親睦をどちらかというと優先した狙いとは大分違うので、これは

早く分けるべきだったなと私は思っています。ですから、来年のこのや

り方が非常に楽しみです。 

 あと、高齢者学級からシルバー大学を独立したときに、高齢者学級と

の重複は今回は外すんですね。誰でもいいからシルバー大学は受けても

いいと。ですから高齢者学級との重複も外すし、年齢制限もしないと。

そういうことになると多分、結構、人気があるのでまた会場の問題があ

ると思うんですね。例えば本館でやったら５０人から６０人、そうする

とまた抽選になると思うんですね、２回に分けても。その辺はどういう

ふうに考えているんですか。できればもっと大きい会場を今のうちに手

配しておくとか、そういうことをしないと、やっぱりまた抽選で私、落

とされたとか、結局受けられないとか、不満が出ると思うんですが、そ

の辺の工夫は何か考えられているんですか。特に会場についての問題。

趣旨は非常にこれでいいと思うんですが、その辺を今、考えていなかっ

たら、一度よく考えてほしいんだけど。本館で６０人でやるというのは、

ちょっとあぶれる人が出ると思うから、もう少し広いところを何とか手

当てするとか、その辺の工夫をしてもらいたいなというのが要望です。 

 それからもう１点、別の話ですが、成人大学、東京農工大から要望が、

５回から３回に減らされましたから３回にすると言ったんだけど、今、

学校とのタイアップでやっているのは東京学芸大と東京農工大ですね。

東京学芸大は毎年１００人以上の人が来る、それはテーマによるかもし

れませんけれども、来るんですが、東京農工大はこの間の数字を見たら、

受講者が１５人なんですよね。やっぱりそれじゃ学校側も張り合いがな

いでしょうと。そういうことも含めて減らされたんじゃないかと私は推

測しているんですが、やっぱりもう少し参加者を増やすようなテーマの

選定というか、それからあれは土曜日の１０時から１２時ですね。なか

なか土曜日の１０時から１２時といったら、私も行きたいけど行けない

ですよ。そういう時間を考えるとか、もうちょっとこれは緑分館として

工夫をするべき内容じゃないかなと私は思っていますので、その辺、一

度検討していただきたいと思います。もっと受講者を増やさないと学校

側も張り合いがないと思いますよ、これでは。よろしくお願いします。 



 21  

 

立川委員 長  そのほか、ご意見は。 

若藤事業係長  現在、シルバー大学は本館が仮移転したときから、前原暫定集会所で 

行っておりますが、こちらもスペース的には大体６０人弱の定員でござ

いますので、とりあえず今年度やってみて、担当者からは、部屋の使い

勝手が公民館と大分違うという話は伺っております。菅沼委員おっしゃ

ったように定員を増やすとかというところは会場の関係で難しい部分

もあるんですけれども……。 

前島公民館長  公民館長です。今、前原をなるべく、受講者の数を減らさないように 

というのと、中心部であるということで、前原で実施させていただいて

いると思います。ただ、使い勝手が悪いという意見もちょっと出ている

んですが、会場について、先ほど菅沼委員から発言があったんですが、

人数を増やすことはちょっと難しいかもしれませんが、現状維持という

ことだったら前原暫定を引き続き使っていくようなのかなという今、印

象を受けたんですね。いろいろな面で不都合はあるんですが、来年度の

実施について、今の本館を考えていたんですけれども、今のご発言から

するとそちらのほうは難しいのかなという印象なんですね。そうすると

やはり前原を引き続き使っていくようなのかなというふうに思ったん

ですが、その辺はいかがでしょうか。 

菅 沼 委 員  検討事項だということで、これからやってもらったらいいんじゃない 

ですか。ここで議論してもね。抽選になっちゃいますよ、できるだけ大

きな会場を確保してほしいという要望が出ましたということで検討し

てください。 

前島公民館長  公民館長です。検討するに当たっては現在の本館、こちらのほうを実 

は念頭に置いておりました。今回、そのお話を簡単ですがさせていただ 

こうかなと思っていたんですが、今までの経過のとおりでございますの

で、本館での開催を考えているところであります。ただ、本館の稼働率

もかなり上がっているところもありますし、さらに定期的に利用されて

いる方、こういったところにも影響が多く出てくるというふうなことが

懸念されておりますので、例えば利用者懇談会を開催して利用者のご意

見を伺うことと、今現在、シルバー大学に受講されている方のご意見、

こういったものをまだ聞く機会がございますので、そういったものを聞

きながら決定していこうかなというふうには思ったところですが、そも

そも本館ではちょっと難しいというご意見でなければ、そのように進め

させていただきたいと思いますが、本館でやるのはちょっと難しい、だ

めだよというのであれば、そちらの方法はちょっと、考えはなしとして

進めていかなくちゃいけないなという部分がありますので、この時期に

決めていかないとなかなか難しいなと思っておりますので、進め方です

ね。本館ではまず無理ということであれば、前原に特化して考える、選

択肢はそんなにないと思います、自分としても。その辺で考えさせてい

ただきたいというふうに思っているんですが、この辺についてご意見、

いかがでしょうか。本館でもいいよというご意見なのか、それとも本館
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じゃ無理だというご意見なのか。 

菅 沼 委 員  多分、本館のあのスペースじゃ抽選になると思いますね。その辺をど 

う考えるかですね。できるだけ多くの人を受講させたいということであ

れば、やっぱり前原とか萌え木とか、そういうところを考えないと入ら

ないと思うんだけど、もういいよと、場所がないんだからあとは抽選で

落とせというんだったらそれでいいですけど、私はやっぱりできるだけ

多くの人を受け入れるような会場にしてほしいと思いますね。 

畠 山 委 員  委員長、抽選もやむを得ないところはいっぱいあると思うんですよ、 

ここに限らず。ただし、今、菅沼委員がおっしゃったように、利用者の

便宜を図ると、１０人いたら５人落ちますよと言っていたんじゃ、やっ

ぱり便宜を図れないですよね。そのために館長がおっしゃったように、

本館じゃなくて前原がいいんじゃないかと、集会所も使っていいんじゃ

ないのということは考慮するべき余地があると思います。 

立川委員 長  館長、ご意見欲しいようなので、ご意見ある方いらっしゃいますか。 

宮 澤 委 員  やはり、本館の事業ですから本館でやられるのが望ましいと思います 

けれども、利用者団体から申し上げますと、抽選で、あそこも稼働率も

高くなってとりにくいという意見もちょっと伺っておりますので、やは

り大人数に受講していただきたいということであれば、前原かお隣の萌

え木ホール、値段もそんなに変わらないと思いますので、ＡＢ室をあけ

ますと大勢の人数、１回の講座で済むと思いますから、萌え木ホールの

ＡＢ室をおとりになってやられたらどうでしょうか。 

國 分 委 員  ７０人ぐらいですよね。一番大きくてどこなんですか。 

若藤事業係長  昨年度、前原暫定集会所に移転するときも、近隣の施設を当たりまし 

て調べさせていただいたんですが、萌え木ホールにつきましては、前原

暫定集会所のように事前に押さえたりというのができず、行政の使用で

も一般の市民と同じタイミングでしか申し込めないということを確認

しております。 

國 分 委 員  萌え木ホールは抽選が大変なので、いつも商工会館の会議室、どっち 

       が、萌え木が２階ですか。 

立川委員 長  萌え木が３階です。 

國 分 委 員  ２階を使ったりしていますけど、うちは。市民公開講座で。そこはと 

       りやすいでしょう。 

立川委員 長  結構埋まっていますけどね。 

國 分 委 員  市役所の会議室とかで広くできるところはないですか。 

菅 沼 委 員  もう時間もないから前原でやりましょうよ。せっかく今年もやったん 

だし、前原のほうが少しは広いでしょう、本館より。今年もいっぱいだ 

ったですよね、前原でも後ろのほうに椅子で座って聞くという。結構、

真面目に皆さん来られたから、いつも８割ぐらいだと言っているけど、

出席率がよかったからいっぱいだったですからね。本館じゃきついんじ

ゃないかと私は思いますけど。担当者に聞いてみてください。私の意見

はやっぱり、あっちのほうがいいんじゃないかと思います。 
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立川委員長  じゃ、これはこの辺で。 

 

 （５）公民館中期計画の策定について 

立川委員 長  もう時間もなくなってきましたが、続きまして公民館中期計画策定に

ついて、菅沼さんもこういうたたき台をうまくつくっていただいており

まして。 

前島公民館長  公民館長です。少しよろしいでしょうか。今まで皆様にご審議いただ 

いた、一番最初にご審議いただいた施設の関係で、ここで簡単にご報告 

させていただきたいと思います。平成２８年第３回定例会の市長報告と

いう形で、２８年１０月４日、市長のほうから施設の関係で、庁舎建設

等に係る今後の方針についてということで報告がございました。そこ

で、私どもというか、皆様にもお願いして検討していただいた福祉会館

並びに新庁舎の複合化というところがございましたが、こちらの関係で

ございますが、ちょっと抜粋してお話しさせていただきますのでご容赦

いただきたいと思います。 

 新庁舎の建設に当たっては、これまでの長い経過もあり、市民の皆さ

ん及び市議会とともに着実に進めていくことが何より肝要であります。

そこで私は、市長としての責任において議長及び市議会からご指摘いた

だいた課題を踏まえ、ゼロベースで見直すことを決断し、今後、市民、

議会、行政が一体となって進むべき方向を定めてまいりますということ

で、ちょっと抜粋なので申しわけないですが、ご発言がありました。こ

れに伴って、現在、皆様には特にどこという話ではなくご議論いただい

ていたので、それはそれでよかったのかなと思っておりますが、今まで

出ていた蛇の目の複合化建設については、今現在はゼロベースになって

いるということでご報告させていただきます。市長のほうからのご報告

があったということを今、報告させていただいておりますので、それ以

上のことは何も私のほうも把握していないんですが、とりあえずご報告

させていただきます。 

畠 山 委 員  ほんとうは蛇の目跡地じゃなくて、そもそもあった第二庁舎の前のと 

ころが一番理想ですよ。場所的にもね。そこに移れればね。多分、考え

ると思いますよ。ただ、本庁舎、第一庁舎が古いから、地震が来たら完

全にぶっ壊れますから、じゃ、どうするのかということだけは今、問わ

れていますよね。そういうことで議員さんも怖がっていると思います。 

前島公民館長  公民館長です。また皆様にご議論いただくことも出てくることもある 

と思いますので、またそのときはよろしくお願いいたします。 

立川委員 長  菅沼さんのこの資料、目を通していただけた方もいらっしゃると思い

ますが、中に入る前に全体を通してご意見のある方、いらっしゃいます

か。特にありませんか。 

 １枚目のところで、左側のほうが答申をこんなふうにまとめたらいい

んじゃないかという目次です。諮問事項としては右側の四角の中の１、

２、３、４、対象区域、施設及び規模について、２番目が果たしてきた
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役割と果たすべき役割、３番目、公民館運営及び事業展開について、４

番目が受益者負担。諮問に関する回答としては、先に向かってというか、

将来に向かっての方向づけとか答申とか規制とか条件づけでよろしい

かと思うんですが、前に向かっていくために過去、今までの実績を明確

に挙げる必要があれば、どんどん挙げていかなきゃいけないんですが、

まとめ方としてあまり昔のことをメーンにすべきじゃないのかなとい

うふうに思っているんです。 

畠 山 委 員  公民館はこういう計画に基づいていろいろと議論されるんですけれ 

       ども、ＮＰＯ法人とその他の公民館の関係がある程度きちんと出てこな 

いと、移転問題も含めてやっぱり流れが違うと思うんですよね、これに 

関しては。要するにＮＰＯ法人というのは周辺都市でもどこもやってい 

ませんから、これは小金井市だけの問題だと私は捉えているんです。じ 

ゃ、その利点があるのかないのかということは、これはまだ検証され 

ていませんから、その辺も含めてやはりこの諮問項目についてももう一 

度、深掘りして考えなくちゃいけないんじゃないかなと。 

立川委員 長  その辺が３番目の公民館運営と事業展開についてになると思います。 

畠 山 委 員  そうですね。 

立川委員 長  まずは全体的にボリューム感があるものですから、時間のない中でど 

       んなふうにまとめていっていいのか、私も頭が悪いものですから。 

畠 山 委 員  委員長、これは短期、中期、長期と分けて、今は短期と中期はやらな 

くちゃいけないけれども、長期のことまで今、議論しても、先が全く読 

めませんから、そこは考えなくていいと思うんです。短期、中期だけは 

早急にやらなくちゃいけないことかなと思います。 

菅 沼 委 員  今日は時間もないから、これで終わりになっちゃうんでしょうけれど 

       も、基本的には第５回から第９回まで５回、資料を出して議論したわけ 

ですね。その資料を一応、ここにまとめたので一度話を聞いてもらいた 

いんですよ。その上でどうするかというのを議論していったらいいと思 

うんですが。議論項目も幾つか中に入っていますし、一度、せっかくま 

とめたんだから聞いてほしいなと、私は単純に思います。ただ、今日は 

無理でしょうから。 

立川委員 長  わかりました。全部通しては無理でしょうから、今日は１番、もしく

は１、２番の辺を菅沼さんのほうで説明いただいて、これは過去にやっ

たところですので、復習になるかとは思うんですけど。そういう形でよ

ろしいですか。 

菅 沼 委 員  どのくらいの時間が、今から。 

立川委員 長  残りの時間が。 

菅 沼 委 員  １２時までやっていいんですか。 

立川委員 長  １１時半です。 

菅 沼 委 員  じゃ、もうやる暇がない。別途でやりますか、今日はもう。中途半端 

にやってもしようがないでしょう。 

立川委員 長  １番目の表紙のところ、目次をどんなふうに考えられたのか、この辺、
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ざっとご説明いただけますか。 

菅 沼 委 員  基本的には、前島館長から中長期計画の策定について諮問項目が１か 

ら４、出ています。それぞれの詳細も出ていますが、この中について第 

５回から第９回までそれぞれ検討してきたわけですけれども、並び方と 

してまず一番初めに公民館の役割、あるいは公民館の今後果たすべき役 

割というのを一度みんなで共通認識しないと、その後の公民館の配置に 

しろ事業展開にしろ、進まないだろうということで、前島館長の２番目 

にある、公民館が果たしてきた役割と果たすべき役割についてというの 

を１番に持ってきました。果たすべき役割が決まった歴史をざっと書い 

ているんですが、これはもう簡単でいいと思うんですが、基本的には１ 

番の３と５をきちんとみんなで理解して、こういうふうに公民館の役割 

はあるんだということをまず共通認識をしないと、その後の配置とか、 

あるいはＮＰＯ化とか、そういう問題はいろいろ発散しちゃうだろうと 

いうことで、１番でそういう公民館の果たすべき役割をまとめました。 

それをベースにして、今後の公民館の配置とか、あるいは規模とか、あ 

るいは公民館の運営あるいは事業展開、これをどうしていくかというこ 

とで、一番の議論はやはり前にも佐々木先生も言われておりましたけれ 

ども、今後の公民館の運営形態、どういうふうにしていくのかなと。そ 

のあたりが一番の議論になると思うんですが、まずその前に、今まで進 

んできた小金井市の公民館の方向性というのをきちんとみんなで理解 

して、その上で議論したほうがいいだろうということで、１番、２番、 

３番ぐらいはその辺のことをまとめたつもりです。 

   そういう形で、４番は最終的にみんなで議論したらいいのかなという 

ことでまとめてみました。あとは内容で説明させてください。今日はも 

う時間がないので。 

立川委員 長  そうですね。 

 

３ その他 

立川委員 長  じゃ、その他のところで何かありますか。 

前島公民館長  公民館長です。１つだけ、東京都功労者表彰、教育功労受賞について 

報告させていただきたいと思います。東京都功労者表彰、教育功労は、 

東京都において教育の振興に顕著な功績のあった方を表彰するもので 

ございます。表彰基準につきましては、社会教育及び生涯学習に関する 

諸活動の指導者として貢献した者で、活動年数が１０年以上などとなっ 

ているところでございますが、小金井市においては鴨下義昭氏が表彰さ 

れましたので、ご報告いたします。鴨下氏は公民館本町分館、現在の本 

館主催講座「菜園教室」講師として平成１４年４月から１４年間、同講 

座の講師に就任し、現在に至っております。また、平成１６年４月から

平成２６年３月までの１０年間は、公民館貫井南分館主催講座「江戸野

菜に親しもう」の講師も掛け持ちで務められ、熱心にご指導いただいた

こともございます。なお、表彰式は１０月３日、東京都庁第一本庁舎５
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階大会議場において執り行われましたので、あわせてご報告いたしま

す。以上でございます。 

立川委員 長  あと、牛込さん、２１日の件。 

牛込庶務係長  先ほどお配りしました三者合同会議の日程が、１１月２１日、午後２ 

時から４時ということで、いつもと曜日が違います。その日、佐々木先 

生と宮澤さんはご都合が悪いということですが、ほかの方はご都合が悪 

いという方がいらっしゃれば、今教えていただけたらと思います。 

立川委員 長  そのほか、何もないですか。 

 じゃ、今日は時間になりましたので、どうもありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 

 


